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中央労働金庫 第11回通常総会が終了しました。
　中央労働金庫 第１１回通常総会が２０１１年６月２８日午後１時
より東京　サンプラザホールにおいて、出席代議員４８０名、多数の

来賓の臨席のもとで開催され、全議案とも原案通り確認・承認されました。
　総会では、以下を骨子とする今年度の事業計画が承認されました。計画達成に向けて会員の皆様のご協力をお願
いいたします。

－２０１１年度事業計画－
〈　計画の基調　〉

○ “ 未来に向けた新たな中央ろうきん ” を支える磐石な土台造
りの１年とします。

○　業容・収益・内部管理などバランスの取れた事業運営を
展開します。

〈　３つの重要テーマ　〉
○「会員・推進機構」との連携（①会員・推進機構との取り

組み　②生協との連携強化　③ CSR の取り組み）
※ CSR ＝企業の社会的責任
○「取引基盤」の拡充（①取引会員の拡充　②利用者の拡大

　③生涯取引・個人メイン化の推進）
○「経営基盤の強化　（①経営体質の充実　②組織力の強化　③業務の改善・効率化）

〈　特別課題　〉
・東日本大震災からの復興
・全国合併総括と今後の対応
・次世代システム移行への対応
・１０周年記念キャンペーン・イベントの実施

《　特別報告事項　》
　今回の総会では、２０１２年４月を目標に進めてきた全国合併が延期となった経緯や原因など
の特別報告が行われました。代議員の中から、状況認識の甘さを指摘する意見や合併準備の中で
出された “ 全国の労働金庫の業態統一 ” の精神を今後の活動の中に引き続き取り入れて欲しいなど
の要望意見が出されました。

	 ◆　役員改選について
	 　任期満了に伴い役員改選が行われ新しい役員体制がスタートしました。
	 　総会終了後の臨時理事会で決定した常勤役員体制は次の通りです。
	 ◆　常勤役員体制

役 職 名 氏 名 備　　考 役 職 名 氏 名 備　　考
理 事 長
副 理 事 長
専 務 理 事
常 務 理 事
兼 執 行 役 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

小 川　 英 一
山 口　 茂 記
鈴 木　 一 郎
山 口　 淳 一
井 上　 雅 夫
清 水　 博
加 藤　 譲 司
池 谷　 匠
吉 田　 正 和
山 崎　 正 美
小泉　津都武
宮 本　 重 雄

代表理事（JP労組）
代表理事（連合）
代表理事（員外）
　　　　（員外）
　　　　（員外）
　　　　（員外）
　　　　（員外）
東京都本部長（自治労東京）
神奈川県本部長（県教組）
茨城県本部長（住金鹿島）
千葉県本部長（NTT東関東）
埼玉県本部長（連合埼玉）

常 務 理 事
兼 執 行 役 員

〃
常 勤 監 事

〃
非 常 勤 監 事

〃
〃

執 行 役 員
〃
〃

大 橋　 豊
伍 井　 邦 夫
渡 辺　 一 彦
八 尾　 和 夫
森 本　 充
高野　冨二男
日 高　 英 彦
亀 田　 卓
米 山　 企 平
山 本　 雅 彦
菊 池　 嘉 隆

群馬県本部長（連合群馬）
栃木県本部長（連合栃木）
山梨県本部長（連合山梨）
法定員外監事（員外）
　　　　　　（員外）
　　　　　（茨城県教組）
　　　　（フード連合千葉）
　　　　　（NTT北関東）
　　　　　　（員外）
　　　　　　（員外）
　　　　　　（員外）
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様
々
な
募
金
活
動
や
地
域

で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
へ
の
支
援
活
動
を
引
き

続
き
強
め
て
ま
い
り
ま
す

と
ち
ぎ
コ
ー
プ

　

前
回
、
東
日
本
大
震
災
で
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
の
募
金
活
動

や
支
援
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
し
た
。
今
回
は
社
会
的
貢

献
を
目
的
と
す
る
取
組
み
に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
盲
導
犬
育
成
募
金
】

　

と
ち
ぎ
コ
ー
プ
で
は
、地
震
・

災
害
な
ど
の
緊
急
募
金
と
は
別

に
、
通
年
で
実
施
し
て
い
る
募

金
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
も
特
に
多
く
の
方
々
か

ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

の
が
盲
導
犬
育
成
募
金
で
す
。

　

盲
導
犬
育
成
事
業
は
多
く
の

善
意
の
方
の
お
力
を
得
て
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
と
ち
ぎ
コ
ー

プ
で
も
10
数
年
前
か
ら
取
り
組

み
を
始
め
、
宅
配
事
業
で
は
商

品
の
注
文
時
に
、
店
舗
で
は
募

金
箱
を
設
置
し
い
つ
で
も
募
金

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

例
年
開
催
さ
れ
る
通
常
総
代

会
の
会
場
に
東
日
本
盲
導
犬
協

会
の
理
事
長
や
訓
練
士
の
方
を

お
招
き
し
て
、
集
ま
っ
た
募
金

を
そ
の
場
で
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
、
盲
導
犬
も
一
緒

に
会
場
で
紹
介
さ
れ
、
参
加
さ

れ
た
組
合
員
さ
ん
に
、
盲
導
犬

育
成
に
は
少
な
く
な
い
費
用
が

か
か
る
事
や
、
多
く
の
方
が
盲

導
犬
育
成
を
待
っ
て
い
る
事
な

ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
今
年

は
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
贈
呈

式
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
）

【
社
会
貢
献
基
金
】

　

２
０
０
７
年
に
設
立
し
た

「
社
会
貢
献
基
金
」
を
活
用
し
、

地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
団
体
の
活
動
を
応
援

し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
機
関
誌
で
公
募
を
行
い
、
有

識
者
か
ら
な
る
審
査
委
員
会
で

審
査
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
延
べ

32
団
体
に
助
成
を
行
い
ま
し

た
。

　

助
成
し
た
団
体
は
、
障
が
い

者
・
高
齢
者
へ
の
福
祉
事
業
、

子
育
て
支
援
活
動
、
Ｄ
Ｖ
や
虐

待
を
受
け
た
方
々
を
支
援
す
る

活
動
等
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
も
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
取
組
み
を
継
続
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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こ
く
み
ん
共
済
に「
生
き
る
た
め
の
保
障
」誕
生
！

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ

せ
て
、保
障
内
容
や
保
障

額
を
考
え
ま
し
ょ
う

労
福
協
便
り

生
き
る
た
め
の
保
障
誕
生

満
期
金
付
プ
ラ
ン
登
場

死
亡
時
か
ら
入
院
時
ま
で

　
幅
広
く
対
応
し
た
総
合
保
障

私
的
保
障
は
公
的
保
障
と
企
業

内
保
障
を
ベ
ー
ス
に
考
え
ま
す

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て

必
要
な
保
障
は
変
化
し
ま
す

日
帰
り
入
院
か
ら
通
院
、
手
術
、

　
先
進
医
療
ま
で
幅
広
く
保
障

が
ん
の
入
院
を
１
日
目
か
ら

　
支
払
い
日
数
無
制
限
で
保
障

今
後
の
予
定

七
月

　
一日
～
二
日

東
部
ブ
ロッ
ク
第
五
期

福
祉
り
ー
ダ
ー
塾

　

七
日
～
八
日

第
四
回
地
方
労
福
協
会
議

　
一二
日平

成
二
三
年
度
栃
木
県
人
権

教
育
・
啓
発
推
進
県
民
会
議

　
一九
日中

央
労
福
協　

笹
森
清
氏

お
別
れ
会

　

二一日
～
二
二
日

二
〇
一一年
度
代
表
者
会
議

第
一八
三
回
東
部
ブ
ロッ
ク
幹

事
会
合
同
会
議

　

二
五
日第

二
七
三
回
労
生
協
理
事
会

　

二
七
日

平
成
二
三
年
度
第
一回
栃
木

県
自
殺
対
策
連
絡
協
議
会

八
月

　

五
日Ｎ

Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
北
関
東
総

支
部
定
期
大
会

　

二
三
日福

祉
セ
ン
タ
ー
理
事
会

　

二
九
日

連
合
栃
木
総
研
第
五
回
理

事
会
・
第
二
回
講
演
会

　

今
年
の
４
月
、
こ
く
み
ん
共

済
か
ら
、
新
た
に
「
生
き
る
た

め
の
保
障
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

障
が
い
や
先
進
医
療
な
ど
に
対

す
る
保
障
を
手
厚
く
し
た
「
生

き
る
安
心
タ
イ
プ
」「
医
療
安

心
タ
イ
プ
」「
が
ん
保
障
プ
ラ

ス
」「
キ
ッ
ズ
満
期
金
付
プ
ラ

ン
」
の
４
タ
イ
プ
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

万
一
の
事
態
に
し
っ
か
り
備

え
た
い
け
ど
、
あ
れ
こ
れ
加
入

す
る
の
は
大
変
・
・
・
そ
ん
な

人
は
、
一
つ
の
商
品
で
幅
広
い

保
障
が
特
徴
の
「
生
き
る
安
心

タ
イ
プ
」
が
オ
ス
ス

メ
で
す
。

　

こ
の
保
障
一
つ
で
、

事
故
や
病
気
で
死
亡

し
た
と
き
の
保
障
、

身
体
に
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
の
保
障
、

病
気
や
事
故
で
入
院

し
た
と
き
の
費
用
を
カ
バ
ー
し

ま
す
。
入
院
保
障
は
１
日
目
か

ら
保
障
さ
れ
、
日
帰
り
入
院
も

対
象
で
す
。

　
「
生
き
る
安
心
タ
イ
プ
」
は

死
亡
保
障
の
充
実
と
同
時
に
、

生
き
る
た
め
に
必
要
な
経
済
的

支
援
を
、
な
る
べ
く
適
切
な
時

期
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し

て
い
ま
す
。

①
重
度
障
が
い
に
な
っ
た
と
き

②
そ
の
後
、
６
ヶ
月
間
生
存
の

と
き
５
０
０
万
円
の
保
障

（
重
度
障
害
支
援
共
済
金
）

の
２
点
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。
保
障
は
一
時
金
と
し
て

受
け
取
れ
る
ほ
か
、
年
金
と
し

て
毎
年
分
割
し
て
受
け
取
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

障
が
い
の

原
因
は
事
故

や
病
気
な
ど

様
ざ
ま
で

す
。
例
え
ば

自
動
車
事
故

を
考
え
る

と
、
自
動
車

所
有
が
多
い

４
０
代
、
５
０
代
、
事
故
率
が

高
い
２
０
代
な
ど
、
重
度
障
が

い
の
可
能
性
は
縁
遠
い
話
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

 

　

医
療
面
で
保
障
を
充
実
さ
せ

る
な
ら
医
療
安
心
タ
イ
プ
が
オ

ス
ス
メ
で
す
。

　

例
え
ば
１
日
目
か
ら
最
高
１

８
０
日
目
ま
で
の
入
院
や
日
帰

り
入
院
に
も
、
日
額
６
０
０
０

円
を
保
障
し
ま
す
。
ま
た
、
手

術
も
日
帰
り
手
術
か
ら
６
万
円

を
お
支
払
い
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
け
が
で
の
通
院
に
も
日
額

２
０
０
０
円
を
保
障
し
ま
す
。

ま
た
、
高
額
な
先
進
医
療
に
も

対
応
。
そ
の
技
術
料
は
健
康
保

険
の
対
象
に
な
ら
ず
、

全
額
自
己
負
担
と
な

り
、
中
に
は
３
０
０

万
円
を
超
え
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
治
療
を
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

先
進
医
療
を
受
け
た

と
き
、
１
回
の
入
院
に
つ
き
最

高
６
０
０
万
円
を
お
支
払
い
し

ま
す
。

 

　

い
ま
、
が
ん
は
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
で
、
死
亡
原
因
の
上
位
に

あ
げ
ら
れ
、
若
い
世
代
で
も
、

そ
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
が
ん
に

な
っ
た
場
合
は
高
額
な
費
用
が

必
要
な
た
め
、
手
厚
い
保
障
を

求
め
た
い
と
い
う
方
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
ん
な

声
に
お
応
え
し
て
「
が
ん
保
障

プ
ラ
ス
」が
新
登
場
し
ま
し
た
。

が
ん
で
の
入
院
は
、
１
日
目
か

ら
支
払
日
数
無
制
限
で
、
日
額

５
０
０
０
円
を
お
支
払
い
し
ま

す
。
こ
ち
ら
も
日
帰
り
入
院
か

ら
保
障
対
象
で
す
。
ま
た
、
初

め
て
が
ん
（
悪
性
新
生
物
）
と

診
断
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
後
の
治
療
に
も

役
立
つ
よ
う
１
０
０

万
円
（
１
回
限
り
）

を
保
障
し
ま
す
。
し

か
も
掛
金
は
若
い
方

で
も
ご
加
入
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
月
々

１
４
０
０
円
と
お
手
ご
ろ
な
掛

金
で
す
。「
が
ん
保
障
プ
ラ
ス
」

は
こ
く
み
ん
共
済
の
他
の
保
障

タ
イ
プ
と
合
わ
せ
て
ご
加
入
い

た
だ
く
保
障
に
な
り
ま
す
。

 

 

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

要
望
の
多
か
っ
た
、
お
子
さ
ま

の
教
育
資
金
へ
向
け
た
プ
ラ
ン

も
ご
用
意
し
ま
し
た
。
そ
れ
が

「
キ
ッ
ズ
満
期
金
付
プ
ラ
ン
」

で
す
。

　

満
期
金
は
お
子
さ
ま
の
成
長

に
合
わ
せ
て
選
択
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
中
学
、
高
校
、
大
学

と
そ
れ
ぞ
れ
の
入
学
時
期
に
合

わ
せ
た
加
入
コ
ー
ス
を
設
け
て

い
ま
す
。
受
け
取
る
こ
と
の
で

き
る
満
期
金
は
５
０
万
円
、
１

０
０
万
円
の
い
ず
れ
か
で
、
３

コ
ー
ス
を
組
み
合
わ
せ
最
大
３

０
０
万
円
ま
で
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
「
キ
ッ
ズ
満
期
金
付

プ
ラ
ン
」
は
こ
く
み

ん
共
済
の
キ
ッ
ズ
タ

イ
プ
・
キ
ッ
ズ
ワ
イ

ド
タ
イ
プ
に
セ
ッ
ト

し
て
ご
加
入
い
た
だ

く
保
障
に
な
り
ま
す
。
 

　

私
た
ち
の
生
活
を
取
り
巻
く

す
べ
て
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
保

障
を
、自
分
自
身
で
備
え
る「
私

的
保
障
」
だ
け
で
考
え
る
の
は

ム
リ
が
あ
り
ま
す
。
保
障
を
考

え
る
上
で
重
要
な
の
は
、
公
的

保
障
制
度
（
公
的
年
金
・
健
康

保
険
等
）
や
企
業
・
労
働
組
合

の
福
利
厚
生
制
度
を
知
り
、
そ

れ
で
も
足
り
な
い
部
分
を
私
的

保
障
（
共
済
や
貯
蓄
）
で
備
え

る
こ
と
で
す
。

 

	
 

　

今
は
充
分
な
保
障
で
も
、
将

来
は
状
況
に
合
わ
な
く
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
と
え

ば
遺
族
保
障
を
考
え
て
み
る

と
、
結
婚
を
し
た
と
き
、
万
一

の
と
き
に
パ
ー
ト
ナ
ー
の
生
活

を
守
れ
る
保
障
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
お
子
さ
ま
が
生
ま
れ
て

家
族
が
増
え
る
と
家
族
の
生
活

を
支
え
る
遺
族
保
障
の
必
要
額

は
大
幅
に
増
加
し
ま
す
。
そ
の

後
、
お
子
さ
ま
の
成
長
に
と
も

な
い
、
遺
族
保
障
の
必
要
額
は

減
少
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
必
要
な
保
障

額
は
変
化
し
ま
す
。
定
期
的
に

見
直
し
を
し
な
い
と
、
ム
ダ
な

保
障
を
か
け
す
ぎ
た
り
、
あ
る

い
は
保
障
が
足
り
な
か
っ
た
り

と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

生
活
環
境
や
家
庭
環
境
が
変

わ
っ
た
と
き
に
は
私
的
保
障
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

 

　

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
第
五
期
（
前

半
）
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
が
七
月

一
日
か
ら
二
日
に
か
け
静
岡
県

三
島
市
・
東
レ
総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

栃
木
県
労
福
協
か
ら
は
、
中

央
労
働
金
庫
宇
都
宮
支
店
・
根

本
紀
暁
さ
ん
と
、
全
労
済
栃
木

県
本
部
・
上
野
匡
之
さ
ん
の
二

名
が
塾
生
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

　

福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
①
「
福
祉
リ
ー
ダ
ー

塾
」
が
め
ざ
す
も
の
②
「
労
働

運
動
と
労
働
者
福
祉
運
動
の
理

念
と
歴
史
」
③
「
ビ
ジ
ネ
ス
ユ

ニ
オ
ニ
ズ
ム
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ユ

ニ
オ
ニ
ム
ズ
」
～
働
く
こ
と
を

塾
と
す
る
安
心
社
会
に
向
け
て

～
④
「
先
駆
的
事
例
か
ら
理
論

と
実
践
を
学
ぶ
」
観
点
か
ら
◎

京
都
労
福
協
の
「
き
ょ
う
と
市

民
活
動
応
援
提
携
融
資
制
度
」

◎
社
会
福
祉
法
人
「
い
き
い
き

福
祉
会
」
⑤
「
労
働
者
福
祉
の

新
た
な
展
開
を
考
え
る
」
な
ど

に
つ
い
て
講
習
を
受
け
て
き
ま

す
。
受
講
後
の
取
り
組
み
の
中

に
生
か
し
て
も
ら
え
る
と
あ
り

が
た
い
も
の
で
す
。
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連
合
栃
木
な
ん
た
い
地
域
協
議
会

地
協
の
設
立
と
活
動
報
告

※詳しくはパンフレット（契約概要）をご覧下さい。

〒320-0964 宇都宮市駅前通り1-3-1フミックスSTMビル

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）
宇都宮支社　TEL028-623-0192

〒320-0052 宇都宮市中戸祭町 821　県労福センター 6F

栃木ファミリー（栃木労生協　保険部）
フリーダイヤル　0120-839-816

（引受保険会社） （お問い合わせ先・募集代理店）

がん保障の備えは万全ですか？
【主契約】
がんの保障

ご希望にあわせて必要な特約をお選びください
プラス

特
約

連
合
栃
木

「
県
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
基
金
」に
寄
贈

連
合
栃
木

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

救
援
カ
ン
パ
」に
協
力

　
㈳
栃
木
県
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

創
立
四
十
周
年
記
念
事
業

働
く
人
の
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

わ
た
ら
せ
支
部

　

な
ん
た
い
地
協
は
、
２
０
０

５
年
12
月
の
日
足
地
協
と
今
市

地
協
の
統
合
に
よ
る
「
日
光
地

協
」
結
成
を
経
て
、
２
０
０
８

年
4
月
25
日
に
地
域
活
動
の
組

織
統
一
と
連
携
を
目
的
に
鹿
沼

地
協
・
日
光
地
協
が
一
体
と
な

り
、
新
た
に
発
足
し
た
連
合
栃

木
の
地
域
協
議
会
で
す
。

　

活
動
領
域
は
、
日
光
市
・
さ

く
ら
市
・
鹿
沼
市
・
高
根
沢
町
・

塩
谷
町
・
西
方
町
の
3
市
3
町

と
な
り
、
面
積
か
ら
見
る
と
栃

木
県
の
約
三
分
の
一
と
い
う
広

範
囲
で
の
地
域
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

　

20
産
別
・
加
盟
57
単
組
・
組

合
員
数
７
８
９
６
名
で
組
織
構

成
さ
れ
、
杉
田
議
長
を
中
心
に

議
長
代
行
2
名
、副
議
長
3
名
、

事
務
局
長
1
名
、
事
務
局
次
長

2
名
、
会
計
監
査
2
名
、
幹
事

17
名
の
役
員
を
中
心
に
、「
社

会
の
安
心
・
安
全
」
の
た
め
、

組
織
拡
大
・
環
境
・
平
和
・
人

権
運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、

勤
労
者
生
活
に
密
着
し
た
「
地

域
に
根
ざ
し
た
顔
の
見
え
る
労

働
運
動
」
を
基
本
に
、
働
く
者

か
ら
真
に
信
頼
さ
れ
る
労
働
運

動
を
目
指
し
、
活
動
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
栃
木
県

難
病
連
会
長
の
玉
木
朝
子
衆
議

院
議
員
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
毎
月
第
二
木
曜
日
17
：
00

～
19
：
00
に
「
無
料
法
律
相
談
」

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
協
独
自
の
開
設
で
あ
る
こ

の
相
談
会
に
は
、
毎
月
の
よ
う

に
多
数
の
相
談
者
が
訪
れ
、
相

談
内
容
も
多
岐
に
亘
っ
て
お
り

ま
す
が
、
玉
木
代
議
士
の
ご
尽

力
も
あ
り
、「
社
会
の
安
心
・

安
全
」
の
一
助
と
し
て
地
域
貢

献
活
動
に
大
い
に
役
立
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
働
く
人
の
生
活
相

談
な
ん
た
い
」
も
設
立
さ
れ
、

元
日
光
市
議
会
議
員
の
登
坂
理

平
相
談
員
が
毎
週
月
曜
日
と
金

曜
日
に
対
応
し
て
お
り「
安
心
・

安
全
社
会
」
の
構
築
に
向
け
地

域
の
み
な
さ
ん
の
窓
口
と
な
り

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

な
ん
た

い
地
協
は

世
界
文
化

遺
産
に
登

録
さ
れ
て

い
る
「
世
界
の
日
光
」
の
表
玄

関
に
事
務
所
を
構
え
て
お
り
ま

す
が
、
東
日
本
大
震
災
の
風
評

被
害
を
大
き
く
受
け
、
老
舗
ホ

テ
ル
の
倒
産
や
タ
ク
シ
ー
業
界

等
こ
の
地
域
の
主
要
産
業
で
あ

る
観
光
業
界
は
大
打
撃
を
受
け

死
活
問
題
と
発
展
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
自
粛
ム
ー
ド
も
少
し

ず
つ
解
消
さ
れ
観
光
客
も
訪
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
依
然

厳
し
い
と
の
話
も
聞
き
ま
す
。

　
「
日
光
け
っ
こ
う
」
と
名
言

が
有
る
よ
う
に
、
春
夏
秋
冬
そ

れ
ぞ
れ
の
四
季
を
満
喫
出
来
ま

す
の
で
、
観
光
業
界
の
活
性
化

の
た
め
に
も
是
非
日
光
を
訪

れ
、
雄
大
な
自
然
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

観
光
や

お
近
く
に

お
越
し
の

際
は
気
楽

に
お
立
ち

寄
り
く
だ

さ
い
。

  

　

働
く
人
の
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
わ
た
ら
せ
支
部
は
連
合
栃

木
わ
た
ら
せ
地
協
、
中
央
労
働

金
庫
足
利
支
店
お
よ
び
佐
野
支

店
、
全
労
済
足
利
支
所
、
労
福

協
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
二

〇
一
一
年
二
月
二
二
日
に
設
立

総
会
を
開
催
し
、
連
合
栃
木
わ

た
ら
せ
地
域
協
議
会
の
事
務
所

の
中
に
間
借
り
を
し
て
、
相
談

員
に
保
科
栄
一
氏
（
中
央
労
働

金
庫
Ｏ
Ｂ
）
に
お
願
い
し
て
支

部
を
開
設
し
ま
し
た
。
ま
だ
、

設
立
し
た
ば
か
り
で
地
域
へ
の

取
り
組
み
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
連
合
栃
木
わ
た
ら
せ
地

域
協
議
会
の
組
織
内
部
へ
の
周

知
の
チ
ラ
シ
な
ら
び
に
足
利
市

内
の
豆
新
聞
に
開
設
の
掲
載
を

す
る
な
ど
、
取
り
組
み
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
相
談
内
容
は
労

働
・
金
融
・
保
障
問
題
な
ど
を

中
心
に
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
、
具
体
的
取
り
組
み
と

し
て
、
チ
ラ
シ
の
新
聞
折
り
込

み
・
自
治
体
の
広
報
紙
掲
載
な

ど
お
願
い
し
、
実
施
し
て
い
く

所
存
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

今
回
、
働
く
人
の
生
活
相
談
セ

ン
タ
ー
が
栃
木
県
労
働
者
福
祉

協
議
会
の
中
に
組
織
統
合
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
理
事

会
の
見
直
し
を
は
か
り
、
栃
木

県
労
福
協
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
地
域
に
根
ざ
し
た
相
談
セ

ン
タ
ー
を
目
指
し
て
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

ら
迷
わ
ず
相
談
セ
ン
タ
ー
に
ご

連
絡
下
さ
い
。
き
っ
と
組
合
員

の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
解
決
方
法

を
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

連
絡
先

足
利
市
通
三
丁
目
二
五
八
九

働
く
人
の
生
活
相
談

セ
ン
タ
ー
わ
た
ら
せ
支
部

〇
二
八
四
―
六
四
―
八
〇
八
八

労福協

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
七

一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
十
月

一
日
に
開
業
、
本
年
四
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。　
　
　
　
　
　

県
内
に
お
け
る
労
働
者
福
祉
運

動
の
拠
点
と
し
て
、
四
十
周
年

を
機
に
さ
ら
な
る
発
展
を
期
し

次
の
記
念
事
業
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
新
公
益

法
人
制
度
改
革
に
基
づ
く
新
た

な
組
織
「
法
人
格
」
へ
移
行
す

る
節
目
の
年
度
で
も
あ
り
ま

　

さ
る
三
月
、
記
念
事
業
の
第

一
段
と
し
て
、
連
合
栃
木
が
創

設
し
た
基
金
に
三
百
万
円
を
寄

贈
い
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　

こ
の
基
金
は
、「
高
額
医
療
費

援
助
」「
合
理
化
対
策
支
援
」「
労

働
問
題
対
策
支
援
」
の
た
め
の

援
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
趣
旨
に
セ
ン
タ
ー
も
賛

同
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
勤

労
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
に

協
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
お
亡
く

す
。
し
た
が
っ
て
、
新
法
人
の

新
生
を
祝
す
記
念
行
事
と
も
位

置
づ
け
実
施
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
、
県
内

に
お
け
る
各
種
社
会
福
祉
活
動

へ
の
支
援
協
力
や
記
念
講
演

会
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
等
を
企
画

し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆

さ
ま
、
そ
の
ご
家
族
に
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
少
し

で
も
ご
協
力
で
き
れ
ば
と
連
合

栃
木
を
通
じ
て
カ
ン
パ
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　

被
災
地
の
早
期
復
興
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
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栃
木
労
生
協
頑
張
っ
て
ま
す

　
　
道
の
駅

特
集

第
三
弾(

下
野
市)

道
の
駅 

し
も
つ
け

栃
木
労
生
協
の
総
代
会
が
五
月

二
七
日
に
組
合
員
の
皆
様
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

栃
木
労
生
協
は
一
般
商
品
と
ガ

ソ
リ
ン
商
品
が
核
と
な
っ
て
営

業
し
て
お
り
ま
す
。
一
般
商
品

と
は
、
栃
木
労
生
協
指
定
店
が

割
賦
販
売
（
二
〇
回
ま
で
手
数

料
無
料
）
し
て
い
る
商
品
や
栃

木
労
生
協
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
回

覧
方
法
で
お
願
い
し
て
い
る
商

品
が
あ
り
ま
す
。
六
月
、
七
月

は
、
お
中
元
シ
ー
ズ
ン
と
し
て

毎
年
好
評
の
丸
大
ハ
ム
を
格
安

の
価
格
に
て
ご
案
内
、
注
文
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
「
夏
の
住
ま
い
づ
く
り
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
八
年
目
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。
毎
年
七
月

一
日
か
ら
九
月
三
〇
日
ま
で
の

取
り
組
み
で
す
。
東
日
本
大
震

災
で
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
対
振

構
造
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
私

達
も
勉
強
し
な
く
て
は
と
思
い

ま
し
た
。
栃
木
セ
キ
ス
イ
ハ
イ

ム
、
積
水
ハ
ウ
ス
、
栃
木
ミ
サ

ワ
ホ
ー
ム
、
ト
ヨ
タ
ウ
ッ
ド
ゥ

ユ
ー
ホ
ー
ム
、
パ
ナ
ホ
ー
ム
北

関
東
、
大
和
ハ
ウ
ス
、
ト
ヨ
タ

ホ
ー
ム
あ
お
い
。
住
宅
展
示
場

を
見
学
の
際
は
、「
栃
木
労
生

協
の
組
合
員
」
と
ア
ン
ケ
ー
ト

に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
素
敵
な

記
念
品
が
も
ら
え
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
商
品
と
は
、
ガ
ソ
リ

ン
関
係
商
品
を
言
い
ま
す
。
ガ

ソ
リ
ン
カ
ー
ド
に
て
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
で
、
給
油
、
洗
車
、

車
検
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

栃
木
労
生
協
の
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー

ド
は
県
内
ど
こ
で
も
同
一
価
格

に
て
給
油
が
で
き
ま
す
。
ま
た

家
族
カ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
の
で

大
変
便
利
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン

カ
ー
ド
の
申
し
込
み
は
、
組
合

の
担
当
者
の
方
に
、
お
話
し
く

だ
さ
い
。
家
族
カ
ー
ド
の
申
し

込
み
も
同
様
で
す
。
お
支
払
い

は
、
毎
月
一
五
日
締
め
切
り
、

二
〇
日
請
求
翌
月
の
給
与
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。
最
短
四
五

日
、
最
長
六
〇
日
、
余
裕
が
あ

り
ま
す
。
振
込
手
数
料
も
栃
木

労
生
協
が
負
担
い
た
し
ま
す
。

「
あ
っ
、
小
銭
が
足
り
な
い
」

「
お
さ
い
ふ
忘
れ
て
き
た
」
大

丈
夫
で
す
。
栃
木
労
生
協
の
ガ

ソ
リ
ン
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
給

油
、
洗
車
が
で
き
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
で
『
栃
木
労
生
協
』
を
検

索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
現
在
の
ガ
ソ
リ
ン

価
格
、
利
用
で
き
る
ス
タ
ン

ド
、
指
定
店
な
ど
が
検
索
で
き

ま
す
。
お
申
込
み
お
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

栃
木
県
労
働
者
消
費
生
活
協
同
組
合
（
栃
木
労
生
協
）

〇
二
八
ー
六
二
一
ー
四
一
五
七

利用の仕組み

　

道
の
駅

「
し
も
つ
け
」

は
、
下
野
市

の
良
さ
を
伝

え
る
触
れ
合

い
の
場
と
し

て
誕
生
し
ま

し
た
。
思
い
や
り
と
交
流
で
創

る
新
生
文
化
都
市
地
域
振
興
交

流
施
設
と
い
ろ
い
ろ
多
目
的
要

素
を
含
ん
で
い
る
、の
、キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
釣
ら
れ
て
出
か
け

て
み
ま
し
た
。
広
い
駐
車
場
二

六
三
台
、
大
型
車
四
〇
台
も
駐

車
で
き
る
ん
で
す
よ
。
体
験
学

習
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
、

直
売
・
物
産
施
設
、
情
報
交
換

施
設
、
物
見
塔
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
て
、
直
売
・
物
産
施
設
で

は
下
野
市
で
採
れ
た
新
鮮
野
菜

な
ど
を
直
売
し
て
い
て
、
と
に

か
く
安
い
！
種
類
豊
富
の
お
豆

腐
、
お
肉
に
牛
乳
、
チ
ョ
ッ
と

し
た
お
総
菜
は
こ
こ
で
十
分
そ

ろ
い
ま
す
ね
。
ス
イ
ー
ツ
コ
ー

ナ
ー
の
地
元
の
野
菜
を
使
用
し

た
ベ
ジ
タ
ブ
ル
ケ
ー
キ
な
ど
、

め
ず
ら
し
い
種
類
が
豊
富
に
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
道
の
駅

「
し
も
つ
け
」、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
カ
ン
ピ
く
ん
」
と

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
石
窯
パ
ン
工

房
、
ジ
ェ
ラ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
は

人
気
ら
し
く
行
列
が
で
き
て
い

て
食
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
残
念
！
こ
の
つ
ぎ
は
ぜ

ひ
、
挑
戦
し
た
い
で
す
。
お
や

き
コ
ー
ナ
ー
、軽
食
コ
ー
ナ
ー
、

創
作
レ
ス
ト
ラ
ン
、
な
ど
と
て

も
楽
し
め
る

道
の
駅
で
し

た
。
こ
れ
か

ら
ど
う
変
化

し
て
い
く
か

と
て
も
楽
し

み
で
す
。

住
所
　
下
野
市
薬
師
寺
四
一

電
話
〇
二
八
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三
八
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六
三
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